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廃棄物最終処分場の底部遮水工1．はじめに

に作用する有効応力は，遮水シートやベン

トナイト混合土などの遮水性評価を行うに

あたり必要とされる条件である。しかしな

がら，それらについての定量的なデータが

無いのが現状である。今回旭川市廃棄物処

分場の埋立地内最底部に土圧計を設置し，

保護土や廃棄物によって実際にどの程度の

荷重が遮水工に作用しているのかを調べた

ので報告する。

， （ ）２．試験内容と考察 図-１は 遮水性 漏水

に関わる問題を評価する上で重要な項目を示 漏水量に関係する 種類 項の要因図-1 6 9

。 ，している 遮水工の性能を評価する上では

①ジオメンブレンの蒸気拡散による漏水，

，②ジオメンブレンの施工時・溶接時の欠損

③ジオメンブレンの「しわ」に起因する劣

化・窄孔，④土質遮水工（粘土ライナー，

ベントナイト混合土）の透水係数 とそのｋ

ばらつき，⑤保護土等による載荷荷重，⑥

浸出水水位，などの評価が重要であるとい

われている。

今回の目的は，保護土ならび３．調査項目

に廃棄物荷重により、遮水シート下のベン

トナイト混合土にどの程度の有効応力が作

用しているかを調査することである。 に 土圧計を設置した旭川市廃棄物処分場横断・縦断図図-2 図-2

土圧計を設置した横断・縦断図を示す。また に土圧計の設置詳細図を示す。土圧計は，ロードセルでは偏心図-3

するような圧力がかかる原位置での測定に適さないと考え 油圧パッド型の薄くて大型の受圧面を持つ土圧計(パ，

ッド式土圧計)を用いた。パッド式土圧計は広い面積を平均的 に，遮水シートを介在した土圧を計測できるよう1)

に設計されている。なお、反力を得るためにコーン指数の値が 以上のベントナイト混合土の上に，砂1200kN/m
2

2002 10：セメント： 配合の乾燥したモルタルを敷き パッド式土圧計を設置した に示すように遮水工は 年， 。図-4

月に完成した際の上載荷重は約 （保護土 砕石層 ）であるのに対して実測土圧は約 で20kN/m 70cm+ 30cm 10kN/m2 2

あった。 月中旬以降は積雪の影響により土圧は上昇している。11
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年 月［ の図中②，供用開始］から廃棄2003 7 図-4

、 ［ ］物が埋立てられ 年 月 の図中②～③2003 9 図-4

（ ） （ ）には廃棄物および中間覆土 載荷用覆土10m + 5m

により上載荷重は約 と概算されるが，実270kN/m
2

測土圧は ～ ｋ であった。なお、廃棄物60 70 N/m 2

の種類は，家庭と事業系の不燃物や有燃物が混在し

二次破砕されていないものである。

に示す広大な敷地に平面的４．結果の考察 写真-1

に廃棄物埋立を行う欧米の処分場と異なり，主に山

間谷部に建設される日本の一般的な内陸型最終処分 土圧計の設置詳細図図-3

場は，すり鉢状で底面部が狭いという特徴がある。

このようなすり鉢状の廃棄物埋立地においては緩く

圧密された廃棄物層と締固められた中間覆土が混在

する埋立方法ではアーチング現象の発生や遮水シー

トの張力による荷重分担により，底面部では計算か

ら求めた土圧と実測の土圧の値が必ずしも一致しな

いということが推測される。

本研究では，保護土や廃棄物により底部５．まとめ

遮水工に作用する有効応力(載荷荷重)は，計算値と

比較して 程度とかなり小さいという知見が得ら1/3

れた。測定を実施した旭川市最終処分場の法面部勾

配は 割勾配と比較的緩傾斜であるに対して，一般4

的に内陸型処分場の法面部勾配は概ね 割勾配であ2

るため，さらにアーチングの影響が大きいことも予

想される。このため，低有効応力域での遮水シート

の密着性に対する検討ならびに法面部に対するアー

チング現象による有効応力(載荷荷重)の伝達の解明

が今後の課題である。

積雪高さと土圧計の変化グラフ図-4

左側は 処分場事例，中央は一般的な処分場事例，右側は旭川市廃棄物処分場写真-1 USA

)岩崎好規，橋本 正，坂元 稔，本郷隆夫( )：超薄型プレート式地中土圧計による土圧測定，参考文献 1 1983

18 pp.1173-1174.第 回土質工学研究発表会講演概要集，
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